




This study put a questionnaire survey into effect to users of Kushikino Shopping Districts. And 
the user’s behavior and consciousness were quantitatively analyzed. As a result of the analysis, 
many users were repeaters living in the local area. The image of the shopping districts was 
generally good. Finally, among the future requests that the respondents wanted, there were a lot 


































































年代 10代以下 度数 0 4 0 4
% 0.0% 3.1% 0.0% 3.1%
20代 度数 7 4 0 11
% 5.3% 3.1% 0.0% 8.4%
30代 度数 5 7 0 12
% 3.8% 5.3% 0.0% 9.2%
40代 度数 10 9 0 19
% 7.6% 6.9% 0.0% 14.5%
50代 度数 12 12 1 25
% 9.2% 9.2% 0.8% 19.1%
60代 度数 10 22 0 32
% 7.6% 16.8% 0.0% 24.4%
70代以上 度数 13 14 1 28
% 9.9% 10.7% 0.8% 21.4%
合計 度数 57 72 2 131















職業 経営者 度数 3 0 0 3
% 2.3% 0.0% 0.0% 2.3%
会社員 度数 20 9 1 30
% 15.3% 6.9% 0.8% 22.9%
公務員 度数 19 10 0 29
% 14.5% 7.6% 0.0% 22.1%
非正規労働者 度数 0 8 0 8
% 0.0% 6.1% 0.0% 6.1%
生徒・学生 度数 0 5 0 5
% 0.0% 3.8% 0.0% 3.8%
その他 度数 15 40 1 56
% 11.5% 30.5% 0.8% 42.7%
合計 度数 57 72 2 131













居住地 いちき串木野市内 度数 36 54 2 92
% 27.5% 41.2% 1.5% 70.2%
いちき串木野市外（県内） 度数 17 9 0 26
% 13.0% 6.9% 0.0% 19.8%
その他 度数 4 9 0 13
% 3.1% 6.9% 0.0% 9.9%
合計 度数 57 72 2 131


















移動手段 徒歩 度数 3 5 0 8
% 2.3% 3.8% 0.0% 6.1%
自転車 度数 3 7 0 10
% 2.3% 5.3% 0.0% 7.6%
バイク 度数 2 0 0 2
% 1.5% 0.0% 0.0% 1.5%
自家用車 度数 45 51 1 97
% 34.4% 38.9% 0.8% 74.0%
電車 度数 1 2 0 3
% 0.8% 1.5% 0.0% 2.3%
その他 度数 3 7 1 11
% 2.3% 5.3% 0.8% 8.4%
合計 度数 57 72 2 131

















利用頻度 毎日 度数 13 20 0 33
% 9.9% 15.3% 0.0% 25.2%
週に数回 度数 13 21 0 34
% 9.9% 16.0% 0.0% 26.0%
月に数回 度数 16 17 1 34
% 12.2% 13.0% 0.8% 26.0%
年に数回 度数 13 5 0 18
% 9.9% 3.8% 0.0% 13.7%
数年に1回 度数 2 4 0 6
% 1.5% 3.1% 0.0% 4.6%
その他 度数 0 5 1 6
% 0.0% 3.8% 0.8% 4.6%
合計 度数 57 72 2 131










利用時間帯 午前中 度数 8 16 1 25
% 6.1% 12.2% 0.8% 19.1%
12時～15時 度数 14 18 0 32
% 10.7% 13.7% 0.0% 24.4%
15時～18時 度数 13 15 0 28
% 9.9% 11.5% 0.0% 21.4%
18時～21時 度数 18 11 0 29
% 13.7% 8.4% 0.0% 22.1%
その他 度数 4 12 1 17
% 3.1% 9.2% 0.8% 13.0%
合計 度数 57 72 2 131




















滞留時間 30分以内 度数 25 19 1 45
% 19.1% 14.5% 0.8% 34.4%
1時間以内 度数 26 40 0 66
% 19.8% 30.5% 0.0% 50.4%
2時間以内 度数 5 6 0 11
% 3.8% 4.6% 0.0% 8.4%
3時間以内 度数 0 1 0 1
% 0.0% 0.8% 0.0% 0.8%
その他 度数 1 6 1 8
% 0.8% 4.6% 0.8% 6.1%
合計 度数 57 72 2 131



























































































若者向けの提供物が望まれているという結果を踏まえると，彼・彼女らが頻繁に使用する HP や SNS な
どでのプロモーションを試みることが有効的であろう。
③の要望は，商店街全体で取り組むべき課題であると考える。全面的に綺麗な商店街にするには，当然
ながら莫大なコストが掛かるということは言うまでもない。まずは，各商店がこれまで以上に店内外の清
掃を徹底することが活性化への第一歩なのではないだろうか。
そして，利用者が望む明るい（賑わいのある）商店街にするには，市外者を含め，次世代を担う若者が
活発に行き交う商店街になることが望ましい。しかし，それは最終的な目標であり，短期的に達成できる
容易なことではない。現在がウィズコロナ時代であることを考えると，リアル空間のみならず，バーチャ
ル空間でも串木野商店街を形成・運営するというハイブリッド型が解決の糸口になると考える。
4．おわりに
本研究では，串木野商店街の利用者に対してアンケート調査を行い，彼・彼女らの行動と意識に関して
定量的に分析し，利用者側の視点から，同商店街の活性化への手掛かりを探ることであった。
131名分のデータを用いて分析した結果，性別は「女性」，年代は「60代」，職業は「その他」，居住地は
「いちき串木野市内」，移動手段は「自家用車」，利用頻度は「週に数回」・「月に数回」，利用時間帯は「12
時～15時」，滞留時間は「1時間以内」，利用店舗は「スーパーマーケット」という回答が最も多かった。
これらは，利用者の行動に関するものである。
他方，利用者の意識に関して，利用理由は「自宅の近くだから利用している」という回答が非常に多く，
串木野商店街に対するイメージは「概ねプラスのイメージ」であった。今後の要望は「若者向けの商品や
サービスを考えてほしい」という回答が非常に多かった。
本研究で得られた結果は，串木野商店街の強みや弱みを理解する際およびそれらの現状に基づいて活性
化策を検討する際に，一つの手掛かりとして寄与するものであろう。これは，いちき串木野市の観光資源
化にも関わることである。
今後は，若年層や市外の利用者データをより多く取集して再分析をする必要があるだろう。一方，串木
野商店街を利用していない層にも目を向け，同商店街に対するイメージや要望などを調査・分析する必要
もあるだろう。これらが，本研究の今後の課題である。
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